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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月6日(2008.10.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヤーン（Ｙ）を空気交絡させるための装置（１０）において、
　前記ヤーンを前記装置（１０）に通して案内するための交絡用ダクト（２１、２２、２
３、２４）を備えており、
　前記交絡用ダクト（２１）は、交絡室（２４）と、装置の入口でヤーン（Ｙ）を受け入
れてこれを交絡室に送るための第１入口チャンネル（２２）と、交絡室（２４）からヤー
ンを受け入れてこれを装置の出口で放出するための第２出口チャンネル（２３）とを有し
ており、
　前記交絡室（２４）は、交絡室（２４）内部に圧縮空気（３１）の噴流を放出するため
のノズル（２６）を支承している第１放出壁（２４ａ）と、前記第１壁（２４ａ）に相対
しており且つ凹形状をしている、前記ノズル（２６）により放出される圧縮空気の噴流（
３１）を受け、これを偏向して、交絡させるヤーンと交差させるのに適した第２偏向壁（
２４ｂ）と、により境界が画定されている交絡室（２４）を有しており、
　前記交絡室（２４）は、前記装置（１０）を通る前記ヤーン（Ｙ）の送給経路（１１）
に対する横断面を有しており、前記第２偏向壁（２４ｂ）の凹形状によって画定されてお
り、前記横断面は、前記２つのチャネル（２２、２３）それぞれの横断面よりも大きい、
ことを特徴とする装置（１０）。
【請求項２】
　前記第２偏向壁（２４ｂ）は、前記装置を通る前記ヤーン（Ｙ）の送給方向（１１）に
対して横断方向の面と長手方向の面の両方の面で凹形状である、請求項１に記載の交絡装
置（１０）。
【請求項３】
　前記第１壁（２４ａ）は平坦面により画定されている、請求項１に記載の交絡装置。
【請求項４】
　前記第２壁（２４ｂ）の前記凹形状は球形面により画定されている、請求項１～３の何
れか一項に記載の装置。
【請求項５】
　前記球形面は半球形面により構成されている、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
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　前記球形面の半径（Ｒ）は、１．４ｍｍから２．５ｍｍの間にある、請求項５に記載の
装置。
【請求項７】
　前記球形面の半径は約２ｍｍである、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記ノズル（２６）は、１ｍｍから１．４ｍｍの間の直径（φ１）を有する円筒状の孔
により画定されている、請求項１～７の何れか一項に記載の装置。
【請求項９】
　前記直径（φ１）は約１．１ｍｍである、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記第１入口チャンネル（２２）及び第２出口チャンネル（２３）は、それぞれの前記
凹形状面（２４ｂ）と交差して交絡室（２４）につながる、請求項１に記載の交絡装置（
１０）。
【請求項１１】
　前記第１及び第２チャネルの少なくとも１つ（２２、２３）は矩形断面を有している、
請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　前記矩形断面の幅（Ａ）は、１．５ｍｍから３．５ｍｍの間にあり、前記矩形断面の高
さ（Ｂ）は、０．５ｍｍから１．５ｍｍの間にあり、前記第２凹壁（２４ｂ）は、１．４
ｍｍから２．５ｍｍの間の半径（Ｒ）を有する半球形面により画定されている、請求項１
１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記装置は、前記交絡室（２４）と連通していて、且つ、前記交絡室（２４）内部に、
交絡効果に責を負う空気の旋回を作り出し易くする機能を有している、共鳴室（３２）を
更に備えていることを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記共鳴室（３２）は、前記第２凹壁（２４ｂ）に形成されている孔（３２ａ）と連携
して前記交絡室（２４）と連通しており、前記共鳴室（３２）は、前記孔（３２ａ）から
、前記放出ノズル（２６）の軸（２６ａ）と実質的に一直線方向に伸張している、請求項
１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記共鳴室（３２）は、円筒状の止まり孔によって画定されている、請求項１３又は１
４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記円筒状の止まり孔の直径（φ２）は、０．９ｍｍから１．２ｍｍの間にあり、３ｍ
ｍから６ｍｍの間の深さを有している、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記装置は、互いに対して開くのに適している第１本体（１２）と第２本体（１３）に
より形成されており、
　前記圧縮空気の噴流を放出するための前記ノズル（２６）は、前記第１本体（１２）に
形成されており、
　前記交絡用ダクト（２１）は、全体が前記第２本体（１３）に形成されており、更に、
前記装置の入口で前記ヤーン（Ｙ）を受け取り、それを前記交絡室（２４）に送給するた
めの第１入口チャネル（２２）と、
　前記交絡室（２４）から出てくるヤーンを受け取り、それを前記装置の出口で放出する
ための第２出口チャネル（２３）と、を備えており、
　前記第１本体（１２）は、前記第２本体（１３）と接触接合し、前記交絡室（２４）の
放出の前記第１壁（２４ａ）を画定するように設けられた平坦面（１５）を有している、
請求項１に記載の装置。
【請求項１８】
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　前記第１本体（１２）は、前記ヤーン（Ｙ）が前記装置を横断して交絡される際に前記
ヤーン（Ｙ）を案内するための案内壁（１２ａ）も画定しており、前記案内壁（１２ａ）
は、前記入口及び出口チャネル（２２、２３）の区域の外側に、且つ前記交絡室（２４）
の前記第１壁（２４ａ）に対応する前記平坦面と同じ面（１５）上を、伸張している、請
求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記装置は、互いに対して開くことのできる第１本体（３１２）と第２本体（３１３）
で作られており、
　前記圧縮空気の噴流を放出するための前記ノズル（３２６）は、前記第１本体（３１２
）に形成されており、前記交絡室（３２４）は、前記第２本体（３１３）に形成されてお
り、
前記交絡用ダクト（３２１）は、
　前記装置の入口で前記ヤーン（Ｙ）を受け取り、それを前記交絡室（３２４）に送給す
るための第１入口チャネル（３２２）と、
　前記交絡室（２４）から出てくるヤーンを受け取り、それを前記装置の出口で放出する
ための第２出口チャネル（３２３）と、を更に備えており、
　前記第１チャネル（３２２）と前記第２チャネル（３２３）は、前記第１本体（３１２
）に彫り込まれており、前記交絡室（３２４）の前記相対する第１放出壁（３２４ａ）の
区域に溝（３０８）を画定している、請求項１に記載の装置。
【請求項２０】
　請求項１～１９の何れか一項による少なくとも１つの空気交絡装置を備えている、１つ
又は複数のヤーンを加工するための織物加工装置。
【請求項２１】
　ヤーン（Ｙ）を空気交絡させるための方法において、
　－各送給経路（１１）に沿ってヤーン（Ｙ）を送給する段階と、
　－前記ヤーンを前進させながら、圧縮空気の噴流（３１）と前記ヤーンを交差させる段
階と、
　－前記ヤーン（Ｙ）と交差する前記空気の噴流（３１）を、前記ヤーンに関して前記圧
縮空気の噴流が放出される側とは反対の端に配置されており且つ前記ヤーン（Ｙ）の送給
経路に関して長手方向面上と横断方向面上に凹形状（２４ｂ）を有している、第１面（２
４ｂ）により偏向させる段階と、から成り、
　前記第１凹面（２４ｂ）は、前記ヤーン（Ｙ）に関して前記圧縮空気の噴流が放出され
る側に配置され、且つ前記第１凹面（２４ｂ）によって偏向された空気を受けるのに適し
た第２面（２４ａ）と関係付けられて、前記第２面と共に、前記ヤーン（Ｙ）が前進する
際に前記ヤーンを取り囲む交絡室を画定しており、
　前記交絡室（２４）は、前記ヤーン（Ｙ）の送給経路（１１）に対する横断面を有する
と共に第１の凹形状面（２４ｂ）によって画定されるように寸法決めされ、この横断面は
ヤーン（Ｙ）の送給経路（１１）に沿ってそれぞれ配置されているヤーンの送給用の第１
入口チャンネル２２及び交絡室（２４）からヤーン（Ｙ）を放出するための第２出口チャ
ンネル２３のそれぞれの横断面よりも大きい、ヤーンを空気交絡させるための方法。
【請求項２２】
　前記第１凹面（２４ｂ）に相対している記第２面（２４ａ）は、平坦である、請求項２
１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記第１凹面（２４ｂ）は、前記凹形状が周りに形成される対称の中心軸を画定してお
り、前記凹面は、前記各対称軸上で前記圧縮空気の噴流（３１）を中心に受けるのに適し
ている、請求項２１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記凹面（２４ｂ）の対称の中心軸と前記圧縮空気の噴流（３１）の放出軸（２６ａ）
とは、実質的に一致しており、前記送給経路に対して略垂直の方向に向いて配置されてい
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る、請求項２３に記載の方法。
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